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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 30,439 6.1 1,735 50.9 1,865 45.2 1,265 55.9

26年３月期第１四半期 28,682 1.5 1,149 111.8 1,285 109.8 811 648.0
(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 1,279百万円( △8.1％) 26年３月期第１四半期 1,392百万円( 180.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 12.56 ―

26年３月期第１四半期 8.06 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 128,375 84,250 65.6

26年３月期 129,690 84,011 64.8
(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 84,250百万円 26年３月期 84,011百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 4.00 ― 6.00 10.00

27年３月期 ―

27年３月期(予想) 5.00 ― 5.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 60,000 1.7 3,400 47.5 3,400 43.9 2,300 39.8 22.83

通期 122,000 0.9 7,000 8.5 7,000 6.9 4,700 2.0 46.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、【添付資料】４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成
に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、【添付資料】４ページ「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の
見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 100,800,000株 26年３月期 100,800,000株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 52,699株 26年３月期 50,696株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 100,748,302株 26年３月期１Ｑ 100,751,610株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１.当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）におけるわが国経済は、消費税率の引上げに

伴う反動で個人消費に落ち込みが見られたものの、企業収益や雇用情勢が着実に改善するなど、緩やかな回復基調で

推移しました。

鉄鋼業界は、自動車や電機などの製造業向けで内需が復調傾向にあったものの、アジア地域の需給緩和や新興国経

済の停滞が続くなど、先行き不透明なまま推移しました。

このような状況下で当社グループは、各事業における収益体質の強化に向けて全社的な原価低減と生産性の向上に

注力するとともに、当社の技術力を生かした競争力の高い製品作りに取り組んでまいりました。

以上の結果、当第１四半期の業績は次のとおりとなりました。

第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

売上高 304億39百万円（前年同期比 6.1％増）

営業利益 17億35百万円（前年同期比 50.9％増）

経常利益 18億65百万円（前年同期比 45.2％増）

当期純利益 12億65百万円（前年同期比 55.9％増）

事業別の概況は次のとおりです。

①鋼板関連事業

売上高 224億６百万円（前年同期比 4.4％増）

営業利益 10億52百万円（前年同期比 97.7％増）

＜缶用材料＞

缶用材料は、缶コーヒーの販売不振の影響を受けて主力の飲料缶材の販売数量が減少し、そのほかの容器向けも販

売数量が減少したため、前年同期に比べ減収となりました。

＜電気・電子部品向け＞

電気・電子部品向けは、車載用電池用途で販売数量が増加したことに加え、民生用電池用途も数量が回復したこと

により、前年同期に比べ増収となりました。

＜自動車・産業機械部品向け＞

自動車・産業機械部品向けは、ベアリングシール用途やガスケット用途の販売数量が増加したことに加え、拡販活

動の成果もあり、前年同期に比べ増収となりました。

＜建築・家電向け＞

建築・家電向けは、ユニットバス向けなどの内装材や建築用外装材の販売数量が増加したことにより、前年同期に

比べ増収となりました。

以上の結果、鋼板関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。

②機能材料関連事業

売上高 65億83百万円（前年同期比 13.0％増）

営業利益 ４億99百万円（前年同期比 6.7％増）

＜磁気ディスク用アルミ基板>

磁気ディスク用アルミ基板は、品質要求の厳しい製品の生産比率が高くなり、歩留および生産性が低下したことで

販売数量が減少し、前年同期に比べ減収となりました。

＜光学用機能フィルム＞

光学用機能フィルムは、フラットパネルディスプレイ関連の市場において機能優位性を認められ着実に浸透したこ

とにより、前年同期に比べ増収となりました。

以上の結果、機能材料関連事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。
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③その他事業

売上高 21億82百万円（前年同期比 11.2%増）

営業利益 １億90百万円（前年同期比 31.9%増）

＜梱包資材用帯鋼、機械器具、硬質合金＞

梱包資材用帯鋼は、需要が堅調に推移したことにより、前年同期に比べ増収となりました。

コイル結束装置などの機械器具は、装置本体の売上は減少したものの、部品の売上が増加したため、前年同期に比

べ増収となりました。

硬質合金は、射出成形機部品とプラスチック金型ともに販売数量が増加したことにより、前年同期に比べ増収とな

りました。

以上の結果、その他事業全体としては前年同期に比べ増収、増益となりました。

なお、各事業の売上高、営業利益は事業間の取引による金額を含んでおります。

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前連結会計年度末に比べ13億14百万円減少して、1,283億75百万円となりました。このうち流動資産は、

たな卸資産は増加したものの、現金及び預金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ10億69百万円減少し

ました。固定資産は、有形固定資産、投資その他の資産等の減少により、前連結会計年度末に比べ２億45百万円減少

しました。

負債は、未払法人税等が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ15億53百万円減少して441億25百万円とな

りました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億39百万円増加して842億50百万円となりました。これは利益剰余金が増加し

たこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の第２四半期（累計）および通期の連結業績予想につきましては、平成26年５月13日に公表いたし

ました業績予想から変更ありません。

当社を取り巻く事業環境は、他素材との厳しい競合や諸資材価格の高騰が続くことが予想されるものの、原価低減

を中心とした収益体質の一層の強化に注力することで、収益目標の達成を目指してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適用指

針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて当第１四

半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期

間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近

似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割

引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

なお、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響額並びに、当第１四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,838 20,406

受取手形及び売掛金 23,337 23,538

たな卸資産 23,839 25,084

その他 4,384 4,143

貸倒引当金 △411 △252

流動資産合計 73,988 72,919

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 16,444 16,240

機械装置及び運搬具（純額） 16,024 15,538

土地 11,827 11,827

建設仮勘定 1,696 2,416

その他（純額） 1,473 1,399

有形固定資産合計 47,467 47,422

無形固定資産 624 601

投資その他の資産

投資有価証券 4,374 4,754

その他 3,246 2,688

貸倒引当金 △11 △10

投資その他の資産合計 7,610 7,432

固定資産合計 55,702 55,456

資産合計 129,690 128,375
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 12,333 12,468

短期借入金 16,184 15,966

未払法人税等 1,893 569

役員賞与引当金 60 -

その他 5,413 4,889

流動負債合計 35,884 33,893

固定負債

社債 5,000 5,000

役員退職慰労引当金 41 24

PCB対策引当金 212 139

退職給付に係る負債 2,551 3,276

その他 1,988 1,790

固定負債合計 9,794 10,231

負債合計 45,678 44,125

純資産の部

株主資本

資本金 5,040 5,040

資本剰余金 6 6

利益剰余金 78,788 79,014

自己株式 △21 △22

株主資本合計 83,813 84,039

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 849 901

為替換算調整勘定 △438 △490

退職給付に係る調整累計額 △213 △199

その他の包括利益累計額合計 197 211

純資産合計 84,011 84,250

負債純資産合計 129,690 128,375
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 28,682 30,439

売上原価 24,865 25,829

売上総利益 3,817 4,609

販売費及び一般管理費 2,667 2,874

営業利益 1,149 1,735

営業外収益

受取利息 13 13

受取配当金 73 84

為替差益 52 -

受取賃貸料 34 34

その他 60 104

営業外収益合計 234 237

営業外費用

支払利息 46 45

為替差損 - 26

その他 51 34

営業外費用合計 98 106

経常利益 1,285 1,865

税金等調整前四半期純利益 1,285 1,865

法人税等 449 600

少数株主損益調整前四半期純利益 836 1,265

少数株主利益 24 -

四半期純利益 811 1,265
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 836 1,265

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 279 52

為替換算調整勘定 277 △52

退職給付に係る調整額 - 14

その他の包括利益合計 556 14

四半期包括利益 1,392 1,279

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,257 1,279

少数株主に係る四半期包括利益 135 -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

その他事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 20,939 5,828 1,914 28,682 ― 28,682

セグメント間の内部
売上高又は振替高

529 ― 48 578 △578 ―

計 21,469 5,828 1,963 29,261 △578 28,682

セグメント利益 532 468 144 1,145 4 1,149

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２鋼板関連事業

機能材料
関連事業

その他事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 21,769 6,583 2,085 30,439 ― 30,439

セグメント間の内部
売上高又は振替高

636 ― 97 734 △734 ―

計 22,406 6,583 2,182 31,173 △734 30,439

セグメント利益 1,052 499 190 1,742 △7 1,735

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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